平成　　年　　月　　日
従業員各位

給与制度変更および定額残業代制度（○○手当）の整備について

株式会社■■
代表取締役　◆◆
　今般、給与制度を改訂し、定額残業代として○○手当を整備することを通知いたします。

　これまで、当社では、１日８時間を超える労働時間にわたることが多く、それに対する賃金は現在の賃金に含まれていることを前提として総額設定し、労務管理を行っておりました。しかしながら、最近、１日８時間または週４０時間を超える労働時間については、別途賃金（割増賃金）を支払うべきである旨の指摘を受けました。

　しかしながら、現在の当社の業績では、現在の賃金支給額を前提に経営を行っており、現行額とは全く別に１日８時間または週４０時間を超える労働時間について別途賃金を支払う余力がありません。仮に支払う場合は、当社は赤字に転落し（たちまち経営危機に遭遇し）、早晩事業継続は不可能になります。
　そのため、今般、当社は定額残業代として○○手当を整備し、１日８時間または週４０時間を超える労働時間について○○手当にて支払うことを明確に致します。つまり、これまでの賃金支給額の一部を原資として１日８時間または週４０時間を超える労働時間に対する賃金を○○手当にて代替して支払うものです。

　もちろん○○手当に相当する労働時間分を超えて仕事をされた場合は、別途差額賃金を支払います。

　また、○○手当の整備にあたり、僅かではありますが一ヶ月あたりの総賃金支給額も増額します。

　何卒、従業員皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

■新しい○○手当の概要は以下のとおりです。

　・○○手当は●時間相当の定額残業代として支払う。

　・●時間を超える時間外労働に対しては、別途清算して支払う。

　・一ヶ月あたりの賃金支給総額は、一律●円（●％）引き上げる。

　・各人の給与の内訳は個別面談で明示する。

　・今般の整備に伴い賃金規程も変更する。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
同　意　書

1　私は、株式会社■■　　代表取締役◆◆氏より、本日、賃金規程が添付別紙のとおり改訂されるとの説明を受けました。

2　今回の改訂により、○○手当が新設され、この手当はいわゆる定額残業代（法定労働時間を超える労働時間●時間相当の対価）として支払われるようになること及び法定休日労働、深夜労働に対する割増賃金は別途労働時間に応じて支払いを受けることを了解いたしました。これは●時間の時間外労働の実際の有無に拘わらず、支給されること及び●時間の時間外労働を義務付けされたものでないことも理解しました。

3　また、上記のいわゆる定額残業代として支払われる○○手当が、実際の労働時間に基づいて法律に則って計算した金額を下回る場合には、その差額分（下回る部分）について、会社から別途差額残業代として支払われることを了解しました。

4　今回の賃金規程の改訂により、私自身の給与が平成　　年　　月分よりどのように変化するかは、以下のとおり説明を受け、了解しました。

	改  訂  前（Ｈ26.　月分まで）
	
	改  訂  後（Ｈ26.　月分より）

	基 本 給
	円
	
	基 本 給
	円

	家族手当
	円
	
	家族手当
	円

	　
	　
	
	○○手当
	円

	通勤手当
	円
	
	通勤手当
	円

	総支給額
	円
	
	総支給額
	円


5　賃金規程の改訂について、上記のとおり説明を受け、その内容について承諾いたしましたので、本同意書に署名いたします。

平成　　年　　月　　日

株式会社■■　　

　代表取締役　◆◆　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
